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日立HG-35B臨_型ディ ーゼル機関車について
小 野 栄 男* 伊 達 正**

Hitacbi35-tOn DieselLocomotive Type HG-35BB

By Hideo Ono and MasashiDate

Kasado Works,Hitachi,Ltd.

A鮎s電rae電

Thediesellocomotive has corne oflate to galn a Widerecognitionfromthe prl-

vate■railways ofJapan forits notable serviceability,Which gives r主se to a strong

demand especially for30～40tonmedium-Sizedtypeofitforrationalizationofthe

transportation system.

Recently,Hitachi,Ltd.,has completed the35-tOn diesellocomotiveswith center

cab,4-Wheeltrucks,double englneS and hydraulic torque converters to the order of

the Chubu Electric Power Co.,and theIwakiCement Co.

Theselocomotives are noteworthyin that they have been des;gnedin a type

thatis entirely new to theJapan's railways.

〔Ⅰ〕緒 言

最近私鉄,専用鉄道その他lこおいてディ←ゼル機関車

の貢価に対する認 り,輸送の合理化のため30-

40tの中型ディ′-ゼル機関車の実現が強く要望されるよ

うになって

日立製作所においてほかねてからボギ←台車式,複機

関の巾型級ディー∴ピル機関軍の研究を開始し,種々試作

および試験を行って来たが,最近こゝに紹介する35tデ

ィ←ゼル機関車を

台尊式,複機

本矧

作する

,流体式

を得,我国最初のボギ←

の完成を見た｡

奉には35BBI型と,ⅠⅠ≡型があるが,Ⅰ型ほ

大井川のダム建設用資材の運搬用として中部電力株式会

社大井川専用鉄道に納入したもので,線路条件(最急勾

配25‰,最小曲線半径50m,S曲線の連続)ほきわめ

てきびしく,その上 制限を受け特に小型にま

とめ,また必要に応じて2哺までの 連総括制御を可間

にしてある｡ⅠⅠ丑ほ入換用その他として磐城セメント株

式会社に納入したもので,両者の特長を述べるとつぎの

通りである｡

(1)2台の機関を搭載して,有効にそれらの出力を

利用し,その上校閲は佼別業漬の多い部品の補給の

i一っ滑なものを倍川した｡これにより必要に応じて片

帰還転を有効に活用し経済的な運f~1Jができる｡

日立製作所笠戸工場

(2)電磁空気操作方式と流体変速機の採用により待

望の自動変速とスIrル特性が実現され,操作がき

わめて簡単で,発停車の頻繁な入換作 ,変化の多い

勾配線の運転などに特殊な技術,熟練を要しない｡

(3)流体変速機の使用により,振 と衝撃が段収さ

れ,あるいは機関回転数の変化が非常に少くなり,

機関および動力伝 系統の寿命が増大される｡なお

発車が非常に円滑となり,その上磯冒

それがない｡

ほ失速するお

(4)仝動軸ギヤ十､駆動方式のため,外側軸箱が採用

でき,コロ軸受の装備に依り走行抵抗の減少と,保

守がきわめて容易である｡

(5)前後左右の見 しに対しては特に考慮を払うと

ともに,便利な機器配置により安全

うことができる｡

(6)誤操作に対する安全装置,

めの標示灯,ブザ←あるいほ自動

な運転を行

要な磁罷確認のた

関停止装置など

を設け,誤掩作や一部の機能不十分による事故を未

然に防止するようにしてある｡

〔1Ⅰ〕礫関草の主要誌元

HG-こ5BBI窒iおよぴ ィ･-ゼル猿払車の主要

目を示せば第l表(次貢参附)の通りである｡なおその外

観と寸法 し第1匝i(A),(B)(次亘参照)_巨よ

び第2図(A),(B)(次頁参照)に示す｡
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第1図(A)

Fig.1.(A)

日 立

日立HG-35BBI型ディゼール機関串

Hitachi35t DieseILocomotive

Type HG-35BBI

第1蓑 機 関 車 主 要 目 一 覧 表

Tablel.Particulars of DieselLocomotives

型 式

違転整備重量

軌 間(mm)

最大寸法(mm)
(長さ×隋×高さ)

車輪直径(mm)

国定享軸足巨(nm)

心血閤距離(mm)

流
体
変
速
機

逆 転 型 霞

置

センターキャブ型,二軸ポ:センターキャブ塑,二和讃
ギ一旗機関,ギヤー駆動式■ギー複機関,ギヤー駆動式

35t

1,067

10,000(連結雨間)
×1,830×2,700

1,800

5,400

リスホルムスミス式

ニイガタDFl15型Ms300

湿 式,油 圧作 勤
変,中,直,3段切壬灸

あ り

ET6型望点ブレーキ
ネジ式事ブレーキ

160AII(AW9-12)

35t

1,067

10,250(連結南開)
×2,525×3,231

1,900

5,400

リスホルムスミス式

シンコー TC-2型

乾 式,圧縮空気作敢
変,中,直,3段切換

あ り

･1･

電
ヤ

ー ク ラ ッ チ

右左空 気･作†功

傘僻耳,中歯ヱ巨,まがり
囲嚢醸すにょる4丘芝減速

入換校訂J連用空気ブレーキ
ネジ式事ブレーキ

24V160AI･Ⅰ(AW9▼12)

倒前向運転式(2組)主幹左側中向前後ゴ圧併用式
幹劉鵠器による電磁空

300Jx2

専用鉄道その他蓬業用

〔ⅠⅠⅠ〕特

使用条件に適した機関車の特性を

流体変速機,動力伝

開謎本下以

専用鉄道その他産業用

足するにほ,機関,

置の選定が第一の要件であるが,

中に採用Lた

に閲し述べる｡

閏,流体安達弓 と機関隼特性

評 論

第1図(B)

Fig.1.(B)

第36巻 第10号

日立HG-35BBII型ディ←ゼル機関車

Hitachi35t DieselLocomotive

Type HG-35BBII

第 2 表 デ ィ
ー ゼ ル機関主要 目 表

Table2.Particulars of DieselEngines

寸 法(mm)
(長さ×幅×高さ)

覧遠慮(kg)
最 大 ト ル ク

(m-kg/rplll)

較 大 日1 力
(HP/′rpm)

定 格 出 力
(HP/rpm)

燃 料 洋才 ゼ‡ま丘

(g/HP/b)

燃料E琵射ポンプ

調 速 戟

潤 滑 方 式

拍 酌 方 式

(HP/′rpm)

12即750

225/1,400

175/1,000

190(完格出力)

PEF-1002-21R型

88′■′1,000

220/2,000

160パ,500

1折(宣浴甘力)

ポノシュ j)E-どB呂D

遠心式,電磁空気,7段切換遠心式,電磁空気,7段切換

南軍ポンプ圧送式;田茸ポンプ圧送式

GF塑ガソリン

(り ディーゼル

用機傑の主要目と特性曲線をそれぞか第2表と第

3図(A)(B)(第76頁参照)に示す｡

いずれも軍嫡用として設計されたもので,建設用,国

鉄標 型として多数の使用

ともに部品の補給が円滑で,

なお各機関には

容易にし,蓄

置を有し,信頼性があると

保守上便利である｡

を防ぐため,A.C.100V,600

Wのオイルパンヒータを設けた｡

(2)自動;充体変速機

流体変速機の効用は前述の通り大なるものがあるが,

佳日二流体変速組ま,いずれも国鉄標準DMH-17B塑機
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第2図(A)

Fig.2.(A)
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日 立 HG-35BBI型 デ ィ
ー ゼ ル 撥 閑 車 寸 法 図

Skeleton Drawing of Hitachi35t DieselLocomotive二Type-HG-35BBI
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第2図(B)

Fig,2.(B)
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第3図(B)

Fig.3.(B)
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用として製作さわたもので,Ⅰ 機関蔀においてほ機

閏と流体変速機間に両者の容量を適合させるため,増速

機を設けた｡
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速機性能苗繰

Fig.4.(A)Characteristic Curves of Niigata

HydraulicTorqueConverterType

DFl15Ms300
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第4図(B) シ/:ンコーTC-2型流体変速機性

能曲線

Fig.4.(B)Characteristic Curves of Shinko

HydraulicTorqueConverterType

TC-2

両者の一段仕

簡)を示せば,

(3)機関

と特性曲線(DMH-17B塾 関に装

第3表と第4図(A)(B)の通りである｡

重特性

原動機,流体変速機の決定についで,適当なる減速比

を有する動力伝i 置を設けることにより,所期の機関

尊特性がえられるわけであるが,その特性を元せば第4

表と第5図(A)(B)の通りである｡なお第`図に(第78

頁参照)35BBIト型の牽引重量緑 を京す｡



日 立 HG,35BB型

第 3 麦 流 体 変 速 機 主

フ~ ィ
ト~{

Table3.Particulars of Hydraulic Torque

Converters

項 目

式L

最大トルク.比

最高効率(%)
機

使 用 油㌻

潤 滑

ⅠIG-35BBI型

電磁空気,油圧式

3 段型ター ビ ン

約5.20

約82

寸 法(mm)

長さ×幅× 高 さ)

絞重童(乾燥)
-し:ミニー

805×約680×約680

470

HG-35BBII型

電 磁 ≦空 気 式

3 段型 ター ビ ン

号 軽 油

E.50(夏季)
E,30(春,秋,冬季)

リホイール潤滑用)

874×624×678

400

第 4 表 機 関 宰 特 性

Tab]e4.CharacteristicofDieselLocomotives

HG-35BBI型

･･l-:

り
!･

11,700

8,750

11,400

3,500

4.8-23.1

32.4

HG-35BI∋ⅠⅠ型

11,700

8,750

9,300

3,000

5.3-26.5

32

〔ⅠⅤ〕構 造 概 要

(り 重 体･台 枠

第l図に示す通りセンタ←キ1･ブ卦ご,機関室にはラ

ヂェータ,機関,増適才 (Ⅰ型のみ),流体変速機,空気

燃料タンクなどが対称的に収納してあり,運転

室には,主幹制御器,制御回路開放器,ブレーキ弁,計

器盤,配電箱などの運転装置,運転席などがあり,下部

には逆転装置,元空気溜,消音器などが取付けられてい

運転手席は左側で(Ⅰ弘前向2組,ⅠⅠ型,中向前後

進併用)前後左右の窓ほ大きく見透しには特に考慮を払

い,雨天,降雪時などにおいても安全で快適な… がで

きるようにしてある｡(第7図次頁参照)

機関室ほ両側に点検その他に便利な開戸を,上部には

主残その他の点検に,また必要に応じそれらを吊り出せ

る構造の大きな関戸を設け,前部にほラヂェ【タの保護

枠を設けてある｡
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第5図(A)

Fig.5.(A)
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日立HGL35BBI型デイトゼ7t/機

関車特性曲線

Characteristjc Curves of Hitachi

35t DieselLocomotive Type

HG-35BBI

第5図(B)

Fig.5.(B)
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日立 HG-35Ⅰ∋BII型 ディ ーゼル

機関車特性曲線

Characteristic Curves of Hitachi

35t DieselLocomotive Type

HG-35BBII

云室ほ左右に内閲きの出入口扉を設け,運転手備に

近く第8図(A)(B)(次頁参照)に示すような操作用機器一

と諸計器を便利に配置してある｡

台枠は全港接構造で, 関その他の取付および入換作二

業などの衝撃に対し頑丈な構造とした｡



1512 日召和29年10月

〝〝

執

日 立

.
r ノ

√機
関J抽紺一腰聖X;-~

l かⅧ研拍〟野晒

筒=十~罰大計什謝借切軌卿

童 標準出刀㈱筑グ〝β
】

】

ト

l 車輪室･鮒β仰

出発拍杭〝解
走行婚杭J研

r

/
や
〟

】

ト
ゝ/･止

~11β-
l

】∠ l

l

l

l

l

L
l

l
l

1

l
l - 】

l
l

l
一こ七

¢

ー■■~J♂諾

l
l
l

l

｣

l

♂ J 〝 〝 薫グ ガ
｣財

∬

達郎∴重度 卜招≠

第6図 日立HG-35BBII型ディ←ゼル機関

車牽引重量緑園

Fig･6･Speed-Ha111ing Capacity Diagram for

Hitachi35t DieselLocomotive Type

HG-35BBII

第ワ図

Fig.7.

運転室内 よ り の見透 しの状況

Visibi]jty from the Drivers Seat

(2)動力伝達装置

前後の機関室に搭載した機関で発生した動力ほ,流体

変速機により 速あるいは直結で,運転室中央下にある

二進転機に入る｡Ⅰ塾においてほ機関と流体変速機間に,

機関出力を流体変速機伝達能力に適合させるため,増遠

比1･48の二段増逮機を設けてある｡

逆転機に集められた動力は,プロペラ軸によって前後

の台軍に設けられた第一減速機に伝えられ,さらにこゝ

評 論 第36巻 第10号

第8図(A)

Fig.8.(A)

運 転 室 横 幕(Ⅰ型)

Operating Equipmentinthe Cab

(TypeI)

第8図(B)

Fig.8.(B)

運 転 室 横 器(ⅠⅠ型)

Operating Exuipmentinthe Cab

(TypeII)

で分れて各動輪軸をギヤト駆動する｡(第11図(A)(B)

第80頁参目召)

このため伝 効率

って,仝負荷の下に

し昇上が 合理的な特性の決定によ

続運転の可能な速度範囲が広く,

安全かつ効率のよい運転ができる｡

逆転機は2台の機関で発生した動力を集め,駆動装置

に伝えるとともに,進行方向を変える役目をなし,常時

噛合の傘歯渾(減速比約1.2)と,逆転用ギヤークラッチ

よりなり,電雇主空気操作により簡単に切換えられる｡さ

らに空気模作装置の故障などの場合,不都合を生じない

よう手動装置も併設してある｡なお入力軸に

度計を取付けている｡潤滑は,逆転

械式の速

専よりネジ歯車を

通じて駆動するギヤ←ポンプにより,各部に強制給油し

ている｡

動力を減速機に伝えるためのプロペラ軸は,その両端

に自在技手をもち,滑り軸があって台車に上下左右方向

偏倍の逃げを与えている｡

速機は動力を動輪軸に伝えるもので,減速とともに
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第9図(A)

Fig.9.(A)

第 1 減 速 磯

1st Reduction Gears

第9図(B)

Fig.9.(B)

第 2 減 速 機

2nd Reduction Gears

駆動をも行う構造で,減速平

傘

,減速駆動スパイラル
草よりなっている∴成連機の一端は2箇の防摂ゴム

のノーズサスペンションを使用し,台草に取付けている｡

第9図(A)(B)にそれぞれ第1,第2減速機の写真を

示す｡

(3)台 茸

台串は2軸ボギ←,固定ボルスタ,重ね枝バネ,ギヤ

←駆動,台びプレ←キの方式としてある｡

第5表と第10図にそれぞれ台草仕様および外観を示

す｡

台車ほ溶接, 鋲 併用構造で,委ね板バネを左右べつ

ベつに釣合わしてある｡軸受は外側式で複列円錐コロ軸

受を使用し,高耐摩耗性を有する耐贋レヂンを軸箱守に

張り,取替,調整を便にした｡

基礎ブレーキは,各台澤毎に2箇の制動筒を設け,全

輪プレ←キ,抱合せ制輪子式として,磨耗を少くすると

ともに,軍軸軸受に対する悪影響を防止した｡

なお砂箱を各事輪ごとに設け,空気模作により,前後

進とも4輪ずつ撒砂する｡

(4)制動装置および空気装置

動力ブレーキとしては,Ⅰ型,ⅠⅠ型にそれぞれET6

第10図 動的試験中の ボギ
ー台車

Fig.10.BogieTruckonDynamicTester

第 5 表 台 車 主 要 目 表

Table5.ParticularsofBogie Trucks

減速歯車歯数比

抱 バ ネ 周u 佐
(kg/mm)

165.2
ノ165.2

第 6 表 制動装置主要数倍表

Table6.Particulars of Brake Gears

HG-35BBI型 HG-35BBII型

部 貢缶率(%)

形および入換機関 用空気ブレーキを設け,さらに1台

革にのみ作用するネジ式手動ブレーキを 置してある｡

それぞれの主要数値を示せば第`表の通りである｡

空気装置には空気ブレーキのほか,制御,警報,砂撒

装置などがあり,C-600塾(Ⅰ型),C-400型(ⅠⅠ型)空

気圧紡機をそれぞれ2台装備し,容量150Jの元空溜2

箇を設けてある｡

元空気溜内の圧縮空気圧力は6～8kg/cm2に調整さ
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れ,制御用空気は給気弁により5kg/Cm2に演圧したも

のを使用している｡砂撒,警載装置に関しては,直接元

空気溜に通じている｡

(5)放熱装置および油,水管装置

放熱装置としては,磯冒 笠の前端に,多管一体式の流

体変速機油放熱器2箇とその内側に重

放型∴ア 器6箇およぴ

関冷却水用分割コ

潤滑油用分割コア十塾放熱

器2箇,計8箇がならべられている｡放 器は防振支持

とし,その直後に吸込効率をよくするため風車案内を設

けてある｡プロペラフアンは機関よりベルト駆動しノ,ま

た冬期冷却水,油の過冷防止のため,ラヂェータカバ←

を取付けるとともに,切換コックを設けてある｡

燃料タンクは鋼板製とし,内面は防誘メッキを施して

ある｡容量はⅠ塾は400Jx2,ⅠⅠ塑は300Jx2で,前

後の機関室に各1箇ずつ取付け,蓮通管により両タンク

の油画調整ができるようにしてある｡なおⅠ塾において

は, 斗タンクと流体変速機油タンクほ共通であるが,

ⅠⅠ型においては,流体変速機油用として35Jの神助タ

ンク2箇を別に設けてある｡さらに配管は種類別に

し,保守点検を優にしてある｡

第11図(A)

運転制御系統図(Ⅰ型)

Fig.11.(A)

Diagram of Controlling

Devices(TypeI)

色

第36巻 第10号

(`)運転および電気装置

水域冒 滋空気式の間接制御装置により,2台の

磯閏,流体変速機などを運転室において縁括制御するよ

うになっているため,一般のディーゼル機関亭と異なり,

電気装置は単に点灯,始動用のみでなく,制御に必要な

多くの部品を含んでいる｡特にⅠ塾においては2鞠まで

稔括制御を可能ならしめ,急勾配その他

における重量物の違掛こ,有効な運周ができるようにな

っており,回路電圧はいずれも24Vを採用している｡

機関の始動は,機関附属のガソリン機関あるいは始動

動機により簡単に行いうるが,さらに万一,一方の始

動装置が不具合な場合などにおいては,先に始動した機

関より他方の機関を簡単に起動できるようにしてある｡

燃料制御ハンドルのノッチほ,停_lLを含めて7段あり,

負荷に応じて

できる｡

関の出力を調整し,車を加速することが

流体変速機の使用により,機械式に比し牽引力の変化

が平滑で,クラッチ,変速テコの切換操作の巧拙に基づ

く不快な衝撃もなく容易に円滑なる運転ができ,入換

作業,その他勾配線に至便である｡さらに各横間ごとに
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第11図(B)

適転制御系粍図(ⅠⅠ型)

Fig.11.(B)

Diagram of Controlling

Devices(TypeII)



日 立 HG-35BB型 7~ ィ
←~ ゼ ル 機 関 車

制御回路開放器を備え,必要に応じ使用Lない機関側を

開放することにより,簡単に片肺運転を行うこともでき

進行中線路の状況により,直結逼塞が可能と認めたと

きほ,変速ハンドルを=直"をこ切換える｡この操作は流

体変速機の人力軸と,出力軸の回転 が同一になったと

き行えば,全然衝撃なしに簡単に切換ができ,その後の

加速ほ,燃料制御ハンドルの揮作のふでよい｡

第l咽(A)(B)ほそれぞれⅠ塾およぴⅠⅠ型の運転制御

回を示すものである｡

(7)安全装置

蚕要
ヒヒム

ロ
=機な

機関の保温誤槽作に対する安全装置

のための機関日動停止装置,標示灯,ブ

ザ十などを設け,誤模作や,-→部機能の不十分による事

故を未然に防Jヒするようになっている｡おもなる保安装

置を列挙すればつぎの通F)である｡

(第11図(A)(B)春日勘

(a)始動および逆転………………‥鎖錠

(b)機関潤滑油圧力低下･‥

標示ランプ消灯ならびに機関自動停止

(C)冷却･水および変速機油温度上昇‥･

標示ランプ点･.汀ならびにブザー吹鳴

(d)逆転および変速 切換操作….標示ランプ点灯

(8)特 殊 装 置

Ⅰ型の憐憫博には,その使昭場所が,S型の′ト曲線が

多く,前方の見 しが悪いため特に前照灯首振 置カ;設

けてある｡(特許申請中)

これほ前照灯が線路に滑って自動的こ回転し,常に線

路上を照射するようにしたもので,この設置により運転

手ほ夜間曲線部においても,前

方の見透しがよくなり,安全な

運転を行うことができる｡

なおこのほか排気の一部を利

用,冬期の 房に備えてある亡

第13回(B)

涜体変速機油温匿測定結果

(Ⅰ型)

Fig.13.(B)
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Fig.13.(A)
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第14図(A)

Fig.14.(A)

葬14図(B)

流体変速機油温度測定

日 立 論 第ご6巻 簑10号

〔Ⅴ〕試 験 結 果

タ几/トなし

タ乃ハ｣あり

呆(Ⅰ型)

Temperatllre-Time Diagram of

Hydraulic Torque Converter Oil

(TypeI)

､
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機関冷却水温度測定結果(Ⅰ型)

Temperature-Time Diagram of

DieselEngine Cooling Water

(TypeI)

訂百

岩

竃

機関冷却水温度測定借果(Ⅰ型)糞

Fig.14.(B)

Temperature-Time Dia-

gram of Diese】Engine

CoolingWater(TypeI)

ノり
■▼こ･

動力伝達装置と制御機構とほ,ディーゼル革葡の性育巳

と, 頼性とを大きく支配する重要な因子であって,各

メーカの技術的に最も腐｣L､する点であるとともに,需要

者においても最も関心の強い問題で,従来より種々試作

ならびに研究を重ねてきた｡本機胃 作に当っても

第12図(前頁参照)に示すような試験装置により,あらゆ

る角度より検討を加え万全を期した次第である｡

試験結果中,当初において最も冒 JL､を持たれたラヂェ

←タの容量,特に流体変速機油の温度上昇について,そ

の一例を示せば第13図(A)(B)(C)および第14図(A)

(B)(C)のようで,冷却能力は十分であることが判った｡

さらに現地における試運転結果は,約1時間半の入換

作業後,線路延長約6･5km,レール22.5kg/m,京急

勾配25‰,S型曲線の多い勾配線において,牽引重量
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日 立 HG▲-35BB理 フ~ ィ
r ゼ ル 機 関 車 に つ い て 1517

123t(別に70人余粟嘩)で,各種温度,圧九回転数,

速度などを測定したが,温度,圧力などの異常も認めら

れず,全線走行平均速度ほ約15･6km/hでよく 画に

合致している｡

入換作業,豪速運転におし､ても安全,迅速,確実に,

しかも操作が簡単で,発障博の多い作業,勾配線などに

きわめて能率よく運転できることが立証さj~し･た｡

〔ⅤⅠ〕韓 日

以上日立HG-35BB型ディーゼル機関中の概要につ

特 許 第204587号

き簡単に説明を加えたが,前述のごとく本機関革は我国

における最初の謬聞那勺なものとして,二軸ボギー,複機

関,流体式の大馬力機関草の実現,宝達稔括制御運転の

実用化などに胃 し,斯界の注目を黛めるとと-もに,その

基礎を確立したことは,今後の私鉄,専用鉄道などにお

ける輸送の在り方について,その一方向が明示されたと

いうべきで,中型ディーゼル機関車の今後の発展に寄与

するところ大なるものがあると

特 許 の 紹 介

刷 子 防 抵

集電局電気刷子1が整流子2の回転面上を摺動するよ

ぅに圧縮撰条3によって押えられ,神圧調整ボルト4お

よび保持器梓体5によって保持される従来の塾(第3図)

では,刷子1ほ発条3のあらゆる調整にかかわらず回転

機の回転にしたがって跳躍するもので,この跳躍に基づ

く摺動接触特性の低下は憂窟されている｡この救助策と

しては主として磯条の形状,構造組合わせなどを 志す

る以外あまり良法がなかった｡木発明はここに防振ゴム

を組合わせることを発案し,しかも防振ゴムの介 ｢こ仁置

を第1図に示すように言寄条3の刷子1とモ対倒すなわち

図示のGの位置に定めたものである｡あるいはまた第4

図に示すGlないしC｡のに置の一箇所また株数箇所忙

特定したことを特長とするものである､=.同じく防振ゴム

を介装するとしても第2図に示すGの位置でほこれを介

装せぬ第3図の普通の場合よりもかえって不足な斉患リーこを

云すものである｡

下表は接触障害定からうかがった蕃発明の効果であ

る｡ (宮崎)

第2図

第2図

刷子寸法

(mm:う)

12.5×20×35

12.5×20×35

12.5×20×35

第3呵12･5×20×35

≡ゴムの:各回広敷こおてナる接触:蔓二度

零 さ

(mm)1,0叫l,50口■2,0〇02,5003,000

3…!35｡!｡｡｡15｡｡て6｡｡

3851409

:
●

政 隆 酉 沢

桑原繁太郎･木 田

保 持 装 置

ィ■

_-

､●

/一-~~-川

清 司

ノノ√

第2図

ヽ
､

第4 図
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『日 立

日 立 評 論 第36巻 夢10号

評論』 電動■力応用特集号 別冊 No.8

本誌別冊特集号として｢火力発電機器特集号｣｢水力発電 -
､

●

特
旦オn

プ
ロ および｢送変電特集号｣と電源開発シ

リーズが既刊され,各方面より絶大なる好評を博しておりますが,さらに今回｢電動力応用特集号｣を別冊No.

として来る10月上旬に発行致すことになりました｡

内容は下記の通りで,最近における各種の電動力応用に琶する問題につき詳述したものであり,本文約1.80頁

雛諸勺400坂を収宜した集大成であります｡かならずや読者各位の御期待に副うものと信じます｡

国内 容団

言頭巻◎ ｢電 動 力 応 用 架匡 容

応 用 の 手 び

征圧の近景◎

圧帯銅間冷◎

刷

ク∴ア銀水◎

◎

….東京大学教授
山 下

.‥日立製作所･日
立 工 場 稲

機 用 電 気設 備………………日立製作所･日 立

用電気設備……………‥.日立製作所･日 立 工

用 電 気 偏………………日立製作所･日 立 工

用 制 御 装 置
.日立製作所･亀

戸 工

上 機 用 電 気 設 備….‖
…‥日立製作所･日

立

変換装置の電動力応用……….日立製作所･日 立
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